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実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
ミ
ニ
バ

ス
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
、
市
民

の
ニ
ー
ズ
を
反
映
さ
せ
た
公
共
交

通
網
の
整
備
を
早
急
に
検
討
い
た

し
ま
す
。

次
に
、
上
下
水
道
の
整
備
で
は
、

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
安
全
な
水

を
安
定
供
給
す
る
こ
と
を
基
本
に

運
営
し
、
配
水
管
の
布
設
替
を
計

画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
未
給
水
地
区
の
水
源
確

保
事
業
と
し
て
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事

に
対
す
る
補
助
制
度
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
豊
か
な

自
然
環
境
を
保
全
し
、
市
民
が
快

適
で
文
化
的
な
生
活
が
営
め
る
よ

う
、
公
共
下
水
道
事
業
計
画
に
基

づ
く
計
画
的
な
事
業
実
施
に
努
め

る
と
と
も
に
、
会
計
処
理
に
つ
い

て
、
本
年
度
か
ら
地
方
公
営
企
業

法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
地
方
公
営
企
業
経

営
の
基
本
原
則
で
あ
る
「
常
に
企

業
の
経
済
性
を
発
揮
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
公

共
の
福
祉
を
増
進
す
る
」
よ
う
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
の
計
画
区

域
外
に
あ
る
地
域
に
つ
い
て
は
、

農
業
集
落
排
水
事
業
や
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
事
業
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、
都
市
機
能
の
整
備
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
よ
り
、

市
中
心
部
に
お
い
て
、
引
き
続
き

都
市
計
画
道
路
、
ま
た
、
広
幅
歩

道
な
ど
街
並
み
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
吉
則
地
区
に
お
い
て
、

洪
水
対
策
の
た
め
の
都
市
排
水
路

整
備
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

次
に
、
情
報
・
通
信
分
野
の
整

備
で
は
、
美
祢
市
有
線
テ
レ
ビ
に

つ
い
て
、
平
成
23
年
７
月
の
ア
ナ

ロ
グ
放
送
か
ら
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ

の
完
全
移
行
を
見
据
え
た
、
双
方

向
機
能
を
有
す
る
高
速
通
信
施
設

の
整
備
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
新
市
全
域
の
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
対
応
も
早
急
に
検
討
い
た

し
ま
す
。

次
に
、
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し

た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築

に
む
け
た
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
お
よ

び
市
民
へ
の
啓
発
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
ず
、
農
林
業
の
振
興
で
は
、

農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
・
農
業

用
施
設
の
整
備
な
ど
生
産
基
盤
の

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
中
山
間

地
域
直
接
支
払
制
度
な
ど
に
よ
り

農
地
の
保
全
、
高
齢
化
に
伴
う
労

ま
ず
、
観
光
の
振
興
で
は
、
新

市
に
は
、
秋
吉
台
や
秋
芳
洞
、
大

正
洞
、
景
清
洞
、
さ
ら
に
、
学
術

的
に
も
価
値
の
高
い
化
石
や
長
登

銅
山
跡
が
あ
り
、
観
光
産
業
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に
高
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

観
光
産
業
を
新
市
の
基
幹
産
業

の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
観
光

振
興
総
合
計
画
を
策
定
し
、
観
光

拠
点
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
農
林

自
然
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
将
来
に
わ
た
っ

て
残
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
自
然
環
境
を
保
全

し
な
が
ら
、
中
山
間
地
域
直
接
支

払
交
付
金
制
度
、
農
地
・
水
・
環

境
保
全
向
上
対
策
事
業
、
森
林
整

備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
制
度
な

ど
の
施
策
を
引
き
続
き
実
施
し
、

森
林
・
水
田
な
ど
が
持
つ
水
源
か

ん
養
、
国
土
保
全
、
保
養
・
休
養
、

景
観
な
ど
の
公
益
的
機
能
の
維
持

増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
竹
林
繁
茂
を
防
止
し
、

本
来
、
竹
林
の
持
つ
筍
や
竹
材
の

生
産
な
ど
の
有
益
性
お
よ
び
景
観

を
活
か
す
と
と
も
に
周
辺
の
山
林

の
整
備
を
併
せ
て
行
う
こ
と
に
よ

り
、
美
し
い
山
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
計
画
的
な
土
地
利
用
の

推
進
で
は
、
地
籍
調
査
事
業
を
引

き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
に
よ
る
農
地
の
荒

廃
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。次

に
、
体
系
的
な
道
路
網
の
整

備
で
は
、
継
続
事
業
に
引
き
続
き

取
り
組
む
と
と
も
に
、
今
後
、
新

市
の
一
体
感
の
醸
成
に
資
す
る
道

路
網
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。次

に
、
公
共
交
通
の
整
備
で
は
、

こ
れ
ま
で
乗
合
バ
ス
支
援
事
業
を

働
力
の
確
保
、
担
い
手
・
後
継
者

の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
流
通
体
制
の
充
実
、
高

度
技
術
の
導
入
お
よ
び
観
光
産
業

と
の
連
携
に
よ
り
特
産
品
の
付
加

価
値
を
高
め
る
こ
と
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
整
備

地
域
活
動
支
援
交
付
金
制
度
な
ど

の
施
策
に
よ
り
、
森
林
の
公
益
的

機
能
の
維
持
増
進
お
よ
び
経
済
価

値
が
向
上
す
る
よ
う
民
有
林
・
市

有
林
の
適
正
な
管
理
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
年
々
増
大
す
る
猪
・
シ

カ
な
ど
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
産

物
被
害
を
防
止
す
る
施
策
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
商
工
業
の
振
興
で
は
、

中
小
企
業
融
資
制
度
に
よ
り
中
小

企
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
商

店
街
の
空
き
店
舗
対
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー
へ
の
市
内
事
業
者
の
参
入

率
を
一
層
高
め
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、
企
業
誘
致
の
推
進
で
は
、

厳
し
い
経
済
情
勢
で
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
高
規
格
道
路
小
郡
萩
道

路
と
中
国
自
動
車
道
の
連
結
に
よ

り
高
速
道
路
網
が
充
実
さ
れ
る
地

理
的
条
件
を
活
か
し
て
、
企
業
誘

致
を
進
め
る
と
と
も
に
、
美
祢
社

会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
の
早
期
２

千
人
収
容
体
制
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

次
に
、
新
産
業
の
創
出
や
地
域

ブ
ラ
ン
ド
開
発
の
推
進
で
は
、
豊

か
な
自
然
環
境
や
農
業
な
ど
の
地

域
特
性
を
活
か
し
、
一
次
産
業
・

二
次
産
業
・
三
次
産
業
の
融
合
、

あ
る
い
は
連
携
に
よ
る
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
、
新
産
業
の
創
出
、

新
規
技
術
支
援
な
ど
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。



構
づ
く
り
を
行
い
、
高
度
情
報
シ

ス
テ
ム
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

活
用
に
よ
り
、
身
近
な
場
所
で
行

政
手
続
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
利

便
性
を
向
上
さ
せ
、
国
・
県
な
ど

他
の
機
関
も
含
め
て
一
体
的
な
き

め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
研
修
に
よ
り
職
員
の
資

質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
幅

広
い
分
野
に
お
い
て
専
門
的
人
材

の
活
用
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
ニ
ー
ズ
に
合
う
弾
力
的

な
機
構
改
革
の
推
進
で
は
、
市
民

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
絶
え

ず
既
存
組
織
の
改
革
を
行
う
と
と

も
に
、
退
職
勧
奨
な
ど
に
よ
る
職

員
の
削
減
や
適
正
な
効
率
の
よ
い

人
員
の
配
置
に
努
め
ま
す
。

次
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
民
間
活
力
の
導
入
の
推
進
で
は
、

指
定
管
理
者
制
度
な
ど
民
間
活
力

の
導
入
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

業
、
商
工
業
と
の
連
携
な
ど
総
合

的
な
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
で

は
、
観
光
と
農
林
業
と
の
連
携
に

よ
り
、
自
然
の
中
で
農
林
業
を
体

験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
身
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
る

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ス
ロ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
秋
吉
台
や
森
林
資
源
な

ど
を
題
材
に
環
境
保
全
な
ど
を
テ

ー
マ
に
し
て
、
交
流
人
口
の
増
加

を
図
る
た
め
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
地
域
間
交
流
・
国
際
交

流
の
推
進
で
は
、
各
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
に
よ
る
地
域
間
交
流
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
中
国
棗
荘
市
と
の
友
好

都
市
交
流
や
、
外
国
青
年
に
よ
る

英
語
指
導
、
中
学
生
・
高
校
生
の

海
外
研
修
に
つ
い
て
も
、
一
層
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、
市
民
参
加
型
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
で
は
、
地
方
分
権
が
進

展
す
る
な
か
、
自
主
性
・
自
律
性

を
も
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
ニ

ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
に
よ
っ
て
、
行
政
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
市
民

参
画
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
市
民
の
市
政
参
加
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度

は
、
新
市
誕
生
の
年
度
で
あ
り
、

新
市
発
足
記
念
事
業
と
し
て
、
市

民
参
加
に
よ
り
市
章
・
市
民
憲

章
・
市
の
花
木
を
制
定
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
地
域
住
民
活
動
支
援
の

推
進
で
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る
区
集
会
所

の
維
持
管
理
に
対
す
る
支
援
、
ま

た
、
公
民
館
な
ど
の
施
設
の
適
正

な
管
理
・
運
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
活
性
化
団
体
の
育
成
・

ま
ず
、
経
営
感
覚
を
持
っ
た
健

全
な
財
政
運
営
の
推
進
で
は
、
少

子
高
齢
化
や
国
の
行
財
政
改
革
に

よ
っ
て
財
政
状
況
は
硬
直
化
す
る

と
と
も
に
、
行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
に
よ
る
財
源
の
必
要
性
が
高
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
限
ら
れ

た
財
源
の
効
率
的
な
活
用
に
努
め

ま
す
。

次
に
、
効
率
的
で
き
め
細
か
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
で
は
、
多

様
な
行
政
需
要
に
対
す
る
行
政
機

お
わ
り
に

以
上
、
私
の
所
信
の
一
端
と
施

策
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

し
た
が
、
本
市
の
財
政
事
情
は
、

歳
入
面
で
は
、
市
税
な
ど
の
自
主

財
源
に
乏
し
く
、
地
方
交
付
税
な

ど
の
依
存
財
源
比
率
が
65
％
を
超

え
る
と
い
う
依
存
体
質
の
う
え
に
、

歳
出
面
で
は
、
義
務
的
経
費
で
あ

る
公
債
費
が
依
然
と
し
て
高
い
水

準
に
あ
る
こ
と
、
高
齢
化
に
伴
う

扶
助
費
の
自
然
増
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
、
公
営
企
業
・
特
別
会
計
な

ど
に
対
す
る
繰
出
金
・
負
担
金
な

ど
が
多
額
と
な
る
な
ど
、
大
幅
な

財
源
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
財
源
不
足
に
対
し
て
、

基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
　
対
応

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
特
に

今
後
３
年
間
は
、
厳
し
い
財
政
運

営
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
観
光
事
業
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
、
多
額
の
累
積
赤
字
を

抱
え
て
お
り
、
こ
れ
を
早
期
に
解

消
し
、
近
い
将
来
に
は
市
の
財
政

に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、

徹
底
し
た
経
営
改
善
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
住

民
の
要
請
に
応
え
て
「
自
然
と
調

和
し
、
潤
い
と
活
力
に
み
ち
た
や

す
ら
ぎ
と
交
流
の
郷(

さ
と)

」
の

実
現
を
果
た
す
た
め
、
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
財
政

の
健
全
性
の
確
保
に
留
意
し
つ
つ
、

当
面
す
る
諸
課
題
に
　
重
点
的
・

効
率
的
に
対
処
し
、
新
市
基
本
計

画
に
掲
げ
る
目
標
の
実
現
に
向
け

て
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
議
会
を
は
じ
め
、

市
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
、
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
で
は
、
男
女
が
お
互
い
を
尊

重
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
個
性
や

能
力
を
発
揮
し
、
責
任
を
分
か
ち

合
う
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
啓
発
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
な
ど

の
検
討
で
は
、
地
域
審
議
会
や
総

合
計
画
を
策
定
す
る
協
議
の
な
か

で
、
住
民
み
ず
か
ら
が
、
地
域
の

目
標
と
す
る
将
来
像
を
描
き
、
そ

れ
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー

ル
や
か
か
わ
り
を
自
主
的
に
定
め

る
た
め
の
手
続
き
を
定
め
る
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
制
定
を
目
指
し
た

取
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
産
業
の

育
成
で
は
、
本
市
を
訪
れ
る
観
光

客
な
ど
に
対
し
て
、
農
林
業
と
連

携
し
た
新
し
い
観
光
資
源
の
開

発
・
育
成
や
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
産

業
の
育
成
な
ど
、
観
光
産
業
を
軸

と
し
た
新
し
い
産
業
の
育
成
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2008年（平成 20 年）7 月 1 日


